
【職業実践専門課程認定後の公表様式】

昼夜

年

有

資格・検定名 種別 受験者数 合格者数

柔道整復師 ② 18人 8人

人 ウォーキングトレーナー ③ 19人 19人
人 日本傅講道館柔道　初段 ③ 1人 1人

％
■卒業者に占める就職者の割合

％

3 名 4.9 ％

■中退防止・中退者支援のための取組

入学前教育（プレスクール、入学前課題）、学生サポートアンケート実施、個人面談、スコラ手帳導入、保護者懇談会開催時の保護者個人面談実施、進路変更委員会設置、
カウンセリング講習会実施、スチューデント・サービス・センター（SSC）の設置（ヘルス・メンタルサポート制度）　他

経済的支援
制度

■学校独自の奨学金・授業料等減免制度：　　　　　無
※有の場合、制度内容を記入

■専門実践教育訓練給付：　　　　　非給付対象
※給付対象の場合、前年度の給付実績者数について任意記載

第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価：　　　　　有
評価団体：私立専門学校等評価研究機構　　評価受審年月日：平成24年3月31日
評価団体：一般社団法人専門職高等教育質保証機構　評価受審年月日：平成31年2月15日

令和4年4月1日時点において、在学者 61名（令和3年4月1日卒業者を含む）
令和5年3月31日時点において、在学者 58名（令和5年3月31日卒業者を含む）
■中途退学の主な理由

心身不調・経済的理由・進路変更

就職等の
状況※２

当該学科の
ホームページ

ＵＲＬ
http://www.osaka-hightech.ac.jp/common/doc/school/approval/jyudo.pdf

■就職率　　　　　　　　　： 100

令和5年5月1日 時点の情報）

中途退学
の現状

■中途退学者 ■中退率

■就職指導内容
個別面談にて就職希望聴取後、キャリアセンターと担任で就職個別面談を
実施し、施設見学等を実施している。また就職フェアにて施設紹介も併せて
実施している。面接練習会も実施している。

■卒業者数　　　　　　　　 18
■就職希望者数　　　　　 12

■主な就職先、業界等（令和3年度卒業生）

主な学修成果
（資格・検定等）

※３

■国家資格・検定/その他・民間検定等
かがやき整骨院、foryou鍼灸整骨院、株式会社SYNERGY JAPAN、株式会社あい・メ
ディカル、株式会社KMC

（令和3年度卒業者に関する令和4年5月1日時点の情報）

※種別の欄には、各資格・検定について、以下の①～③のいずれかに該当するか
記載する。
①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの
②国家資格・検定のうち、修了と同時に受験資格を取得するもの

③その他（民間検定等）

■自由記述欄
（例）認定学科の学生・卒業生のコンテスト入賞状況等

： 66.7
■その他
・進学者数：　　　　　　　　　　　　0人　
　　
　　
　　
　

年度卒業者に関する

■就職者数　　　　　　　　： 12 人

（令和　4

長期休み

■学年始：４月１日
■夏　 季：８月７日～９月１１日
■冬　 季：１２月２８日～１月５日
■学年末：２月２６日～３月３１日

卒業・進級
条件

所定の科目すべてに合格し
かつ出席率が６７％以上であること。

学修支援等

■クラス担任制： 有

課外活動

■課外活動の種類
■個別相談・指導等の対応 （例）学生自治組織・ボランティア・学園祭等の実行委員会等

バスケットボール部　野球部　サッカー部
校友会・学園祭実行委員会・大阪マラソンクリーンUP作戦

担任による日々の出席管理後、個別に面談を行い、保護者とも連携している。面談よ
り聴取した弱点科目の課題・個別学習指導などの学習支援を実施。長期欠席者につ
いては、保護者を含め対応を都度電話等で確認を行なっており、必要があれば自宅
訪問も実施している。 ■サークル活動： 有

学期制度
■前期：４月１日～９月３０日
■後期：１０月１日～３月３１日

成績評価

■成績表：
■成績評価の基準・方法
試験の素点、小テスト、実習実技、レポート提出、出席状況、
受講態度等を総合的に評価 

90人 67人 0人 7人 10人 17人

0 0
単位時間

生徒総定員 生徒実員 留学生数（生徒実員の内 専任教員数 兼任教員数 総教員数

3 昼間
2760 1620 270 870

認定年月日 平成29年　6月30日

修業年限
全課程の修了に必要な
総授業時数又は総単位

数
講義 演習 実習 実験 実技

医療 医療専門専門課程
柔道整復師学科

（昼間部）
平成17年文部科学省

告示第176号
-

学科の目的
骨折・脱臼・打撲・捻挫などの外傷疾患に対して施術を行う柔道整復師に必要な知識と技術を学び、実践力や臨床力を持った施術者を育成することを目的
とする。

06-6150-1301
分野 認定課程名 認定学科名 専門士 高度専門士

設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人　大阪滋慶学園 昭和62年4月1日 浮舟　邦彦
〒532-0003
大阪市淀川区宮原１－２－４３

（電話）

大阪ハイテクノロジー専
門学校

昭和62年4月1日 橋本　勝信
〒532-0003
大阪市淀川区宮原１－２－４３

（電話） 06-6392-8119

（別紙様式４）

令和5年　7月 1日

職業実践専門課程の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地
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２．就職等の状況（※２）　
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増田整形外科クリニック 令和4年4月1日～令和6年3月31日（２年）

令和4年4月1日～令和6年3月31日（２年）

令和4年4月1日～令和6年3月31日（２年）

令和4年4月1日～令和6年3月31日（２年）

上田　忠佳

永井　慎

赤澤　夏郎

鈴木　謙三

尾崎　卓宏

志和　輝彦

丹波　徹二

木村　辰典

杉浦　正人

宮本　哲豪

物産アニマルヘルス株式会社

ＮＰＯ法人　日本バイオ技術教育学会
岐阜医療科学大学 保健科学部 臨床検査学科

株式会社プレンプロジェクト

マテック八尾（八尾経営・技術交流会）

ホリスティックメディカルジャパン

有限会社　Ｊ-ＲＡＤＩＡＮＣＥ
かがやき整骨院

公益社団法人　大阪府鍼灸師会

木村鍼灸院

関西医科大学香里病院

小嶋　宏典 社会医療法人　祐生会　みどりヶ丘病院 令和4年4月1日～令和6年3月31日（２年）

徳永　政敬 一般社団法人　兵庫県臨床工学技士会 令和4年4月1日～令和6年3月31日（２年）

令和4年4月1日～令和6年3月31日（２年）

令和4年4月1日～令和6年3月31日（２年）

令和4年4月1日～令和6年3月31日（２年）

令和4年4月1日～令和6年3月31日（２年）

令和4年4月1日～令和6年3月31日（２年）

令和4年4月1日～令和6年3月31日（２年）

令和4年4月1日～令和6年3月31日（２年）

一般社団法人　大阪府臨床工学技士会理事
在日本南プレスビテリアンミッション淀川キリスト

松浦　亮太 株式会社　ザ・ビッグスポーツ 令和4年4月1日～令和6年3月31日（２年）

清田　源 ラグスタ株式会社 令和4年4月1日～令和6年3月31日（２年）

増井　英明 公益社団法人　大阪府柔道整復師会 令和4年4月1日～令和6年3月31日（２年）

葭矢　千佳江

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課
程の編成を行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基本
方針
柔道整復師は身近な医療従事者として、骨折･捻挫･脱臼などの外傷に対して手技を活用して施術を行うことができる。患者の状況は個々で異なるため、手技の習得には業界で実践
している人々から直接教授を受けることが重要である。また、スポーツ･健康分野は常に社会やスポーツ現場のニーズを把握し、業界の最新情報を収集して、専門学校教育に反映さ
せることが重要である。さらに対人援助職として必要なコミュニケーション能力などの社会人基礎力についても、業界からの意見を反映して教育指導にあたらなければならない。業界
等の意見を計画的に収集する手段の一つとして、教育課程編成委員会を設置する。 
  
  （２）教育課程編成委員会等の位置付け
教育課程編成委員会は理事会直轄の独立した委員会組織であり、学内の教務部や事務部とは別に運営される組織である。教育課程編成委員会の位置付けに
ついては、「学校法人大阪滋慶学園　教務組織規則」「学校法人大阪滋慶学園　教育課程編成委員会規定」および組織図に明記されている。教育課程編成委員
会の意見は学校内で十分に検討した上で、学科のカリキュラムや教育指導内容に反映する。。反映にあたっては柔道整復師学科の学科長をはじめとする学科教
員が主体的に行い、必要に応じて教務部長、事務局長、学校長と相談・了承のうえ反映する。学則変更を伴う場合は、理事会の承認を得たうえで反映する。 
  
  （３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿

令和5年4月1日現在

名　前 所　　　属 任期

令和4年4月1日～令和6年3月31日（２年）

令和4年4月1日～令和6年3月31日（２年）

令和4年4月1日～令和6年3月31日（２年）

令和4年4月1日～令和6年3月31日（２年）

山本　鋭二郎

藤田　秀樹

石田　貴大

福西　康修　

社会福祉法人　恩賜財団大阪府済生会
大阪府済生会野江病院

公益社団法人　大阪府診療放射線技師会

株式会社　互恵会　大阪回生病院

公益社団法人　日本放射線技術学会　近畿支部

（開催日時）
第１回　令和4年7月6日実施　18:30～20:00
第２回　令和5年1月18日　18：30～20：00

（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況

　※委員の種別の欄には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

教育課程編成委員会は年2回の実施（７月・１月）

教育課程編成委員会での議事内容、あるいは各委員からの助言および業界等への調査結果などは、学科の教育課程において科目内容や授業
方法の改善、カリキュラムの体系化などに活用するものとする。具体的な例として、医療分野におけるコンプライアンスの重要性が指摘され、国民
皆保険制度における柔道整復師の役割や責任について業界担当者から指導を受ける機会を提供している。 
  



②指導力の修得・向上のための研修等
研修名：「第32回日本柔道整復接骨医学会学術大会」一般社団法人日本柔道整復接骨医学会
期　間：令和5年12月2日（土）・3（日）2日間開催予定。
テーマ：「臨床と学術の融合」

基礎柔道整復学･概論
Ⅲ

柔道整復師は骨折・脱臼・打撲・捻挫などの外傷疾
患に対して施術を行う身近な医療技術者であるが、
患者の状況は一人ひとり異なっているため、整形外
科系の知識のみならず、幅広い医学的知識を修得
することが必要である。本科目においては、柔道整
復術の基礎を習得することを目的として、連携して講
義・演習を行う。

有限会社　Ｊ-ＲＡＤＩＡＮＣＥ
かがやき整骨院

研修名：「第14回大阪学術大会」公益社団法人大阪府柔道整復師会
期　間：令和4年10月2日（日）
内容は運動生理学・解剖学・スポーツトレーナーに関する発表および柔道整復師業界に関する講演を聴講。学生発表において1演題発表。演題名
「モーターポイントにおける低周波刺激が筋出力に及ぼす影響」を発表した。

②指導力の修得・向上のための研修等
研修名：「第7回認定実技審査員資格取得講習会」公益社団法人柔道整復研修試験財団
期　間：令和4年4月30（土）
認定実技審査員対象。「認定実技審査要領令和4年度改訂版」をテーマに認定実技審査員としての柔道整復実技関連と柔道実技関連について実
施方法や指導すべき項目についての内容。柔道整復研修試験財団と各学校との連携を強化し、教育の質の向上においての研修となった。

（３）研修等の計画
①専攻分野における実務に関する研修等
研修名：「第15回大阪学術大会」公益社団法人大阪府柔道整復師会
期　間：令和5年9月30日（土）・10月1日（日）
研修名：「第46回近畿学術大会・奈良大会」公益社団法人日本柔道整復師会
期　間：令和5年10月29日（日）
公益社団法人日本柔道整復師会主催の学術大会の研究発表等を受講し、意見交換を行なう。 また、セミナーに参加し、関連業界で活躍する柔道
整復師や医療・スポーツ関係者との情報共有を行う予定である。

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針
柔道整復師は療養費として保険を扱う立場にあり、社会や行政の動向に敏感に反応しなければならないため、教員自身が専門分野について学ぶ
ための研修の充実が必要である。また、学生も多様化しているため、授業の方法などについても常に新たな取組みが必要である。このようなニー
ズを踏まえて、専門分野に関しては職能団体等が行う研修や学会に参加することを奨励し、学内ではＦＤ活動など授業方法の改善に関する研修
を実施している。学校内および学園内で実施する研修は原則として参加が義務付けられており、学外で実施される研修については、教員の代表
者が出席してその内容について会議等で報告することとなっている。研修に於いては、学校法人　大阪滋慶学園　教員研修規定に定められてい
る。 
  （２）研修等の実績
①専攻分野における実務に関する研修等

科　目　名 科　目　概　要 連　携　企　業　等

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針
企業等との連携においては、柔道整復師として業務に携わる臨床経験ができる施設を選定している。より効果をあげるために、事前･
事後の指導も連携して行っている。実習担当者は評価表による個別評価を行っている。
  
  （２）実習・演習等における企業等との連携内容
見学実習においては、施設内の医療機器について、その名称・使用目的・治療効果・操作方法などを解説していただき、その後各医療機器のデモンストレーション
を見学する。また、実際に来院した症例についての説明をしていただく。 
  
  （３）具体的な連携の例※科目数については代表的な５科目について記載。



種別

保護者代表

保護者代表

地域代表

高等学校

卒業生代表

卒業生代表

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

任期

（９）法令等の遵守 法令遵守、個人情報保護、自己点検･自己評価とその公開

（１０）社会貢献・地域貢献 社会貢献活動、ボランティア活動

（１１）国際交流 国際交流の取組み

（６）教育環境

令和4年4月1日～令和6年3月31日（２
年）

（７）学生の受入れ募集 募集活動、教育成果の開示、入学選考、学納金

（８）財務 財務基盤、予算･収支計画、会計監査、財務情報公開

令和4年4月1日～令和6年3月31日（２
年）

令和4年4月1日～令和6年3月31日（２
年）

松浦　和代 保護者代表
令和4年4月1日～令和6年3月31日（２
年）

釜本　浩明

胡本　晃敏

谷本　みゆき 保護者代表
令和4年4月1日～令和6年3月31日（２
年）

田中　幸恵

ナカライテスク株式会社

一般社団法人　i-RooBO Network Forum

学校法人　大阪成蹊大学

※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）学校関係者評価結果の活用状況

学校関係者評価委員会での議事内容、および学校関係者評価委員より得られた意見等は速やかに学内で討議を行い、
必要に応じて具体的な改善を図る予定である。現状は退学率･資格合格率改善を目標に月１回教員全員参加の会議を行
い、意見交換・事例発表等行っている。

（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿
　　　令和5年4月1日現在

名　前 所　　　属

施設･設備、学外実習、防災体制

山本　桂

山口　道弘

近隣関係者（北中島社会福祉協議会　会長）

精華高等学校

生命工学技術科卒業生

一般社団法人　大阪府臨床工学技士会（医療法人　蒼龍会　井上病院）

地方独立行政法人　大阪府立病院機構
大阪はびきの医療センター

令和4年4月1日～令和6年3月31日（２
年）

令和4年4月1日～令和6年3月31日（２
年）

令和4年4月1日～令和6年3月31日（２
年）

令和4年4月1日～令和6年3月31日（２
年）

令和4年4月1日～令和6年3月31日（２
年）

木村　政義

小西　正和

坂本　俊雄

臼井　達也

尾藤　何時夢

奥本　憲司

臨床工学技士科卒業生
兵庫医科大学病院

公益社団法人 
和歌山県柔道整復師会

公益社団法人　大阪府鍼灸師会（奥本鍼灸院）

令和4年4月1日～令和6年3月31日（２
年）

令和4年4月1日～令和6年3月31日（２
年）

令和4年4月1日～令和6年3月31日（２
年）

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。
　（例）企業等委員、PTA、卒業生等

（３）教育活動
学科の教育目標、教育到達レベル、カリキュラムの体系化と科目配置、キャリア教育、
授業評価、教員の確保、教員研修、成績評価基準、資格取得指導

（４）学修成果 就職率、資格取得率、退学率、学生･卒業生の社会的活躍

（５）学生支援
就職支援、学生相談、経済面支援、健康管理体制、課外活動、生活環境支援、保護者
連携、卒業生支援

ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目

（１）教育理念・目標 理念･目的･育成人材像、学校の特色、学校の将来構想

（２）学校運営 運営方針、事業計画、運営組織、人事制度、意思決定システム、情報システム

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表していること。
また、評価を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

（１）学校関係者評価の基本方針
学校の諸活動においてその方針と評価結果を公表することは、開かれた学校として当然の責務であり、また学校外の方々からフィードバックをい
ただくことは学校運営の改善につながることでもある。
本校では「専修学校における学校評価ガイドライン」に基づき、毎年、自己点検･自己評価を実施する。その結果について学校関係者評価委員会
において説明を行い、学校関係者評価委員より評価をいただいている。学校関係者評価委員会には、学校長や教務部長などとともに、学校関係
者の代表として学生の保護者、卒業生、高等学校、地域、業界からが委員として参画している。

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応



（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期
（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　）　　　）

URL:http://www.osaka-hightech.ac.jp/common/doc/school/disclosure/09_gakko_hyoka3.pdf

公開時期：毎年7月末

http://www.osaka-hightech.ac.jp/common/doc/school/disclosure/09_gakko_hyoka3.pdf
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http://www.osaka-hightech.ac.jp/school/disclosure/

ホームページにて情報の開示

（１１）その他 社会貢献･地域貢献、高専連携、ボランティア活動

※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）情報提供方法

（８）学校の財務 法人財務状況

（９）学校評価 自己点検･自己評価と学校関係者評価、第三者評価

（１０）国際連携の状況 国際交流

（５）様々な教育活動・教育環境 入学前教育、資格サポート、就職サポート、施設･環境

（６）学生の生活支援 学校生活サポート、Work & Study、クラブ活動・学生寮、保護者説明会

（７）学生納付金・修学支援 学費一覧、学費サポート

（２）各学科等の教育
教育システムと教育スケジュール、学科の教育目標、教育課程、学科紹
介、学年暦

（３）教職員 学校長挨拶、教員数

（４）キャリア教育・実践的職業教育
学外実習、学外研修の手引き、特別講義･業界講演、海外研修、卒業研
究･課題研究、就職フェア、生涯教育システム

（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針
自己点検･自己評価結果等、学校運営や教育活動に関連する情報については、積極的に公開して広く社会に対する説明
責任を果たすとともに、公正で透明性の高い運営を推進し、教育活動の改善や社会からの信頼の獲得に資することを基
本方針とする。
（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応

ガイドラインの項目 学校が設定する項目

（１）学校の概要、目標及び計画 建学の理念、大阪滋慶学園について、学校の沿革

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況
に関する情報を提供していること。」関係

http://www.osaka-hightech.ac.jp/school/disclosure/
http://www.osaka-hightech.ac.jp/school/disclosure/
http://www.osaka-hightech.ac.jp/school/disclosure/
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http://www.osaka-hightech.ac.jp/school/disclosure/
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○ 情報科学Ⅰ
Windows操作とタイピングの基礎を修得し、Word、Excel
の基本を学ぶ。また、PowerPointを使用し発表用スライ
ドの作成方法を修得する。

１
前

30 2 ○ △ ○ ○

○ 情報科学Ⅱ

Excelソフトを使用し（COUNTIF関数、ピボットテーブ
ル、グラフ作成）実務資料をデザインできるように学
ぶ。また、データの特徴を数値化して理解し、統計学的
処理方法を修得する。

２
前

30 2 ○ △ ○ ○

○ 外国語

多職種連携で必要になる人体の各部名称の医療英語の知
識を習得し、診療記録記載形式を学ぶ。また、学術用語
の発音上の注意事項や臨床に用いられる主な略語を修得
する。

２
前

30 2 ○ △ ○ ○

○ 栄養学

栄養の概念を学び、栄養素の構造と機能を理解する。ま
た、各種栄養素代謝の概要、過剰摂取や欠乏症など栄養
に関する諸問題を学び、栄養指導の応用方法を修得す
る。

１
後

30 2 ○ ○ ○

○ 健康管理学Ⅰ
健康の捉え方を予防医学・公衆衛生の観点を学び健康の
指標と現状について学ぶ。また、生活習慣と健康につい
ての知識を習得する。

１
前

30 2 ○ △ ○ ○

○ 健康管理学Ⅱ
疾病の概要を学びその予防法を学び、さらには健康管理
の進め方を修得する。また、健康管理の実際、健康情報
についての知識を修得する。

１
後

30 2 ○ △ ○ ○

○ 生物学・生化学
細胞の成り立ちや細胞分裂の様式、遺伝の法則など生物
学の基礎的な知識を学ぶ。また、生物を構成する物質の
基本的性質の知識を修得する。

１
前

30 2 ○ ○ ○

○ 解剖学Ⅰ
解剖学の意義と分類を理解し、ヒトの細胞の形と組織の
種類・発生過程・内臓系・循環器系・消化器系・内分泌
系の知識を修得する。

１
前

60 4 ○ ○ ○

○ 解剖学Ⅱ
人体の骨の役割、骨の形状分類、骨の構造、骨の発生と
成長を理解し、上肢・下肢骨の構造と機能の知識を修得
する。

１
前

30 2 ○ ○ ○

○ 解剖学Ⅲ
人体の呼吸器系・泌尿器系・生殖器系・神経系・感覚
器・体表解剖を学び人体の構造と機能の知識を修得す
る。

１
後

60 4 ○ ○ ○

○ 解剖学Ⅳ
人体の筋の役割、筋の形状分類、筋の構造、筋の走行や
神経を学び、上肢・下肢・体幹筋の構造と機能の知識を
修得する。

１
後

30 2 ○ ○ ○

授業科目等の概要
（医療専門課程　柔道整復師学科）令和5年度

分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員
企
業
等
と
の
連
携



○ 生理学Ⅰ
生理学基礎（細胞生理学など）、植物性生理学（血液、
骨、循環、呼吸、消化吸収、排泄、内分泌など）の知識
を修得する。

１
前

60 4 ○ ○ ○

○ 生理学Ⅱ
動物性生理学（筋肉、神経、感覚、高次神経活動など）
を学び、ヒトの正常な生理機能、人体の生命維持に関す
る知識を修得する。

１
後

60 4 ○ ○ ○

○ 生理学Ⅲ

加齢・老化に伴う生理学的な心身の変化や身体的特徴、
好発する内科的疾患についての知識を修得する。また、
競技と競技特性を理解し、種目別の外傷予防と好発する
疾病および外傷の特徴を修得する。

３
前

30 2 ○ ○ ○

○ 運動学Ⅰ
運動器を中心とした解剖学や生理学等の知識に基づき、
生体力学や運動器と神経系の構造と機能、反射と随意運
動についての知識を修得する。

２
前

30 2 ○ ○ ○

○ 運動学Ⅱ
関節運動などの身体運動を可能にしているメカニズムに
ついての知識を学び、また、ヒトの歩行運動や姿勢に関
する知識を修得する。

２
後

30 2 ○ ○ ○

○ 病理学

基礎医学における病理学の位置づけを理解し、病理組織
の観察方法を学ぶ。また、疾病の形態、疾病鑑別の基本
原理、免疫の仕組みを理解し、腫瘍、奇形などの病的変
化を理解し、正常組織との違いを修得する。

２
前

30 2 ○ ○ ○

○ 一般臨床医学

臨床医学・診断学の概要を理解し、診察各論について学
び、主要な疾患の診断方法を修得する。また、臨床医学
で遭遇する主要な疾患の機序、特徴、検査法について修
得する。

２
前

30 2 ○ ○ ○

○
衛生学･公衆衛

生学

健康と社会・環境に関する基本的知識を修得するととも
に、健康の維持と増進、疾病の予防、健康管理、環境保
健、健康教育、衛生行政、医療制度などの公衆衛生に関
する知識を修得する。

２
前

30 2 ○ ○ ○

○ 整形外科学

整形外科の概説を理解し、整形外科的診察法（X-P・CT・
MRI・造影・PET・骨密度測定・超音波検査）を学ぶ。ま
た、整形外科領域で遭遇する主要な疾患の概要、観血療
法、術後リハビリテーションを修得する。

３
前

30 2 ○ ○ ○

○ 外科学

手術的治療法を主要な手段とする治療医学ないし応用医
学である外科学の概要を理解し、その対象となる悪性新
生物を中心に学ぶ。また、手術療法に関連のある麻酔や
止血、ショック、移植の知識を修得する。

３
前

30 2 ○ ○ ○

○
リハビリテー
ション医学

基本的なリハビリテーション医学・医療について学び、
機能評価、治療手法、アウトカム測定・評価の原理を理
解する。また、主要な対象疾患、障害についてのリハビ
リテーションアプローチについて修得する。

３
前

30 2 ○ ○ ○

○
柔道整復術の適

応

柔道整復術の業務範囲を理解し、適応疾患の症状鑑別、
軟部組織損傷を伴う外傷の判別、意識障害・脊損のある
外傷の判別、呼吸運動障害を伴う損傷の判別、内臓損傷
の合併損傷の判別を修得する。

３
後

30 2 ○ ○ ○

○ 関係法規

法の意義、法の体系、柔道整復師および柔道整復に関す
る法の意義、目的、定義を学ぶ。また、指定登録機関及
び指定試験機関、医療従事者の身分関係法、医療法を修
得する。

３
前

30 2 ○ ○ ○

○ 柔　道　Ⅰ
柔道の歴史、ルールについて理解し、礼法、受け身の基
礎（後受身・横受身・前受身・前回受身）を学び、受身
応用、様々な受身を習得する。

１
後

30 1 ○ ○ ○



○ 柔　道　Ⅱ
講道館柔道の投技である、手技（浮落・背負投・肩
車）、腰技（浮腰・払腰・釣込腰）、足技（送足払・支
釣込足・内股）を修得する。

２
前

30 1 ○ ○ ○

○ 柔　道　Ⅲ
投技の形である、手技（浮落・背負投・肩車）、腰技
（浮腰・払腰・釣込腰）、足技（送足払・支釣込足・内
股）の習熟度を上げる。

２
後

30 1 ○ ○ ○

○ 柔　道　Ⅳ
乱取の種類を理解し、乱取を通じて、タイミングよく技
を掛けたり、技を組み合わせての投げ方を学び、技の防
ぎ方、返し技なの技術を習得する。

３
前

30 1 ○ ○ ○

○ 医療倫理

医学史を基に柔道整復術および柔道整復師の沿革や業務
範囲とその心得および柔道整復師倫理綱領を学ぶ。ま
た、医療従事者の職業倫理と柔道整復師の社会的責任と
対応について修得する。

１
前

30 2 ○ ○ ○

○ 社会保障制度

現代社会における社会保障制度、医療保険制度の概要を
学び、柔道整復師における療養費の仕組みや、介護保険
制度の概要と柔道整復師の関係、介護過程の知識を修得
する。

２
後

30 2 ○ ○ ○

○
基礎柔道整復
学･総論Ⅰ

骨の形態と機能、骨損傷、骨折の分類、骨折の症状、骨
折の合併症、小児骨折と高齢者骨折の特徴、骨折の治癒
過程等骨折についての知識を修得する。

１
前

30 2 ○ ○ ○

○
基礎柔道整復
学･総論Ⅱ

人体と損傷時に加わる力、痛みの基礎、関節損傷につい
て学び、脱臼の整復について理解する。また、筋損傷、
腱損傷、末梢神経損傷の知識を修得する。

１
前

30 2 ○ ○ ○

○
基礎柔道整復
学･各論Ⅰ

上肢骨折（鎖骨骨折、肩甲骨骨折、上腕骨近位端骨折、
上腕骨骨幹部骨折、上腕骨遠位端部骨折、前腕近位部骨
折）についての概説、合併症、鑑別診断、整復法、固定
法、後療法の知識を修得する。

１
後

30 2 ○ ○ ○

○
基礎柔道整復
学･各論Ⅱ

下肢骨折（骨盤骨骨折、大腿骨骨折、膝蓋骨骨折、下腿
骨骨折、足根骨骨折）についての概説、合併症、鑑別診
断、整復法、固定法、後療法の知識を修得する。

１
後

30 2 ○ ○ ○

○
基礎柔道整復
学･各論Ⅲ

頭部、顔面骨骨折、頸椎骨折、胸椎骨折、胸部骨折、顎
関節脱臼、頸椎脱臼、胸腰椎脱臼、鎖骨脱臼、肩関節脱
臼についての概説、合併症、鑑別診断、整復法、固定
法、後療法の知識を修得する。

１
後

30 2 ○ ○ ○

○
基礎柔道整復
学･各論Ⅳ

運動器系の疼痛を訴える患者の施術、肩部の痛みを訴え
る患者の診察をするときの考え方について理解し、外傷
保存療法の経過および治癒の判定方法を学ぶ。

３
前

30 2 ○ ○ ○

○
臨床柔道整復
学・各論Ⅰ

上肢骨折（前腕骨骨幹部骨折、前腕骨遠位端部骨折、手
根骨部、中手骨骨折、指骨骨折）頭部・体幹の軟部組織
損傷についての概説、合併症、鑑別診断、整復法、固定
法、後療法の知識を修得する。

２
前

30 2 ○ ○ ○

○
臨床柔道整復
学・各論Ⅱ

中足骨・趾骨骨折、下肢脱臼、下肢軟部組織損傷（股関
節、大腿部、膝関節部、下腿部、足関節部、足・趾部）
についての概説、合併症、鑑別診断、整復法、固定法、
後療法の知識を修得する。

２
前

30 2 ○ ○ ○

○
臨床柔道整復
学・各論Ⅲ

上肢脱臼（肘関節、手関節、手根中手関節、手指関節）
上肢軟部組織損傷（肩関節、上腕部、肘部、前腕部、手
関節、手指部）についての合併症、鑑別診断、整復法、
固定法、後療法の知識を修得する。

２
前

30 2 ○ ○ ○



○
臨床柔道整復

学・総合演習Ⅰ

卒業模擬試験を通じて、三年間で学んだ総合的な知識、
柔道整復師として必要となる応用的知識の習熟度を高め
る。

３
前

60 4 ○ ○ ○

○
臨床柔道整復

学・総合演習Ⅱ

卒業模擬試験を通じて、三年間で学んだ総合的な知識、
柔道整復師として必要となる知識の習熟度を高め、さら
に臨床現場で必要な知識の習熟度を高める。

３
後

60 4 ○ ○ ○

○
臨床柔道整復
学・物理療法

柔道整復師が一般的に使用する各種物理療法の原理、方
法、適応、禁忌、指導管理、臨床現場の実際を学ぶ。ま
た、最新の物療機器の理解を深める。

３
後

30 2 ○ △ ○ ○ ○

○
臨床柔道整復

学・臨床的判定

柔道整復術の臨床的に遭遇する主要な疾患の理解を深
め、適応疾患に対しての臨床的な判定を学ぶ。また、医
用画像の読影方法を修得する。

３
後

30 2 ○ ○ ○

○ 固定法Ⅰ

包帯の定義、目的､種類を理解し、基礎的な包帯法（環行
帯、螺旋帯、折転帯、離開・集合亀甲帯）を習得する。
また、基礎包帯技術を使用し、各部（指部、前腕、手
部、足部）の被覆包帯法を学ぶ。

１
前

30 1 ○ ○ ○

○ 固定法Ⅱ
習得した基礎包帯法から応用的な包帯法を学び、各部
（肩関節、足関節、下腿部、膝関節部、）の被覆包帯法
を習得する。

１
後

30 1 ○ ○ ○

○ 固定法Ⅲ

テーピングの基礎（目的、分類、種類、禁忌、注意事
項、貼付方法、切り方）を理解し、各種テーピングを使
用しての臨床上遭遇しやすい外傷のテーピング方法を習
得する。

２
前

30 1 ○ ○ ○

○ 固定法Ⅳ
臨床的な包帯法を理解し、臨床上遭遇しやすい疾患（鎖
骨骨折、肩関節脱臼、肘関節脱臼、膝蓋骨脱臼）に対し
ての臨床的包帯法を習得する。

２
後

30 1 ○ ○ ○

○
柔道整復実践実

技Ⅰ

骨折・脱臼・軟部組織損傷に対する各種整復法（鎖骨骨
折、顎関節脱臼、肩関節脱臼、肘関節脱臼、肘内障等）
を学び、それに伴う固定法も同時に習得する。

１
後

30 1 ○ ○ ○

○
柔道整復実践実

技Ⅱ

軟部組織損傷に対する各種検査法（腱板損傷、上腕二頭
筋損傷、大腿四頭筋損傷、膝靭帯損傷、半月板損傷、下
腿三頭筋損傷、アキレス腱断裂、足靭帯損傷）を学び、
それに伴う固定法も同時に習得する。

２
前

30 1 ○ ○ ○

○
柔道整復実践実

技Ⅲ

柔道整復実践実技Ⅰ・Ⅱで習得した骨折・脱臼・軟部組
織損傷に対する各種整復法および検査法の成熟度を向上
させ、認定実技審査合格の水準に達する。

２
後

30 1 ○ ○ ○

○
柔道整復実践実

技Ⅳ

柔道整復実践実技Ⅰ・Ⅱで習得した骨折・脱臼・軟部組
織損傷に対する各種固定法法の成熟度を向上させ、認定
実技審査合格の水準に達する。

３
前

30 1 ○ ○ ○

○
柔道整復実践実

技Ⅴ

三年間の柔道整復実技の集大成として今まで習得した技
術を臨床現場においても実用可能な水準に達する応用知
識及び応用技術を習得する。

３
後

30 1 ○ ○ ○

○ 柔道整復実技Ⅰ
鎖骨骨折、上腕骨骨折、前腕骨骨折についての理解を深
め（病態、整復法、合併症、固定法、後療法）、国家試
験合格基準水準に達する。

２
後

30 1 ○ ○ ○



○ 柔道整復実技Ⅱ

手根骨骨折、中手骨骨折、指骨骨折、上肢脱臼（肩関節
脱臼、肩鎖関節脱臼、胸鎖関節脱臼）上肢軟部組織損傷
（腱板損傷、上腕二頭筋損傷）の理解を深め、国家試験
合格水準に達する。

２
後

30 1 ○ ○ ○

○ 柔道整復実技Ⅲ
下肢骨折（骨盤骨骨折、大腿骨骨折、膝蓋骨骨折、下腿
骨折、足部骨折）、下肢軟部組織損傷（大腿部、下腿
部、足部）の理解を深め、国家試験合格水準に達する。

２
後

30 1 ○ ○ ○

○
柔道整復応用実

技Ⅰ

上肢骨折、上肢脱臼、上肢軟部組織損傷、頭部・体幹骨
折および軟部組織損傷における診察から施術までの技
能、診察力の統合的な知識・技術を習得する。

２
後

30 1 ○ ○ ○

○
柔道整復応用実

技Ⅱ

下肢骨折、上肢脱臼、下肢軟部組織損傷、頭部・体幹脱
臼および軟部組織損傷における診察から施術までの技
能、診察力の統合的な知識・技術を習得する。

２
後

30 1 ○ ○ ○

○
柔道整復応用実

技Ⅲ

機能訓練指導員として必要な知識を学び、（認知症、高
齢者介護、ICF、介護予防、日常生活支援総合事業、ロコ
モティブシンドローム、高齢者の自立支援）また、機能
訓練の実際を習得する。

３
前

30 1 ○ ○ ○

○
柔道整復応用実

技Ⅳ

柔道整復師、医療人として必要な礼法を身につけ、さら
に施術補助する助手としての手持ち、足持ちを習得し、
また、柔道整復師としての臨床現場で必要な技術を習得
する。

３
後

30 1 ○ ○ ○

○ 外傷予防

競技者の外傷予防のための実技を理解し、メディカル
チェック方法、外傷予防に必要なコンディショニングの
方法と実際、外傷予防に必要な筋力トレーニングの実際
の技術を習得する。

３
前

30 1 △ 〇 ○ ○

○ 臨床実習Ⅰ

臨床実習の目的・目標の概説説明 身だしなみについて
理解し、柔道整復師としての倫理、接遇、施術録作成方
法、患者の状況の的確な把握・鑑別、患者の誘導を習得
する。

１
後

45 1 ○ ○ ○ ○

○ 臨床実習Ⅱ
医療面接の意義を理解し、上肢の評価方法を習得する
（ランドマーク、触診技術、関節可動域測定、MMT、徒手
検査法、反射検査）。

２
前

45 1 ○ ○ ○ ○

○ 臨床実習Ⅲ

身体評価の意義を理解し、表在感覚検査、深部感覚検査
を学び、下肢の評価方法を習得する（ランドマーク、触
診技術、関節可動域測定、MMT、徒手検査法、反射検
査）。

２
後

45 1 ○ ○ ○ ○

○ 臨床実習Ⅳ
上肢、下肢、体幹の身体評価から損傷部位を想定し、EBM
（科学的根拠に基づく治療）に基づく施術方針を自身で
決定し、施術に至るまでを習得する。

３
前

45 1 ○ ○ ○ ○

○ メンタルヘルス

心理学の概要を理解し、患者の心因的要因とパフォーマ
ンスの関連、緊張のコントロール技法、コーピング、動
機付け、イメージトレーニング技法、カウセリングの知
識を修得する。

１
前

30 2 ○ ○ ○

○ 手技療法Ⅰ
柔道整復師の施術における手技療法の基礎を学ぶ。ま
た、下肢・体幹・肩関節周囲・頸部に対する手技療法を
修得し、実施できるようになる。

１
前

30 1 △ ○ ○ ○

○ 手技療法Ⅱ
手技療法Ⅰで習得した技術を用い、背部、肩甲骨周辺、
頭頚部、下肢に対しての手技療法を実践できるようにな
る。

２
前

30 1 △ ○ ○ ○



○
柔道整復臨床医

学Ⅰ

柔道整復師が臨床現場で必要となる病理学の知識（免疫
の仕組み、免疫不全、自己免疫、アレルギー分類、腫
瘍、遺伝子と染色体の構造と仕組み、奇形、病期の原因
等）を修得する。

２
後

30 2 ○ ○ ○

○
柔道整復臨床医

学Ⅱ

柔道整復師が臨床現場で必要となる一般臨床医学の知識
（呼吸器疾患、循環器疾患、消化器疾患、代謝疾患、内
分泌疾患、血液、造血器疾患、腎尿路系疾患、神経疾
患、感染症、膠原病疾患等）を修得する。

２
後

30 2 ○ ○ ○

○
柔道整復臨床医

学Ⅲ

柔道整復師が臨床現場で必要となる衛生学・公衆衛生学
の知識（国際保健、WHO活動、成人保健、国民医療費、公
的医療保険、介護保険、危機管理、医療安全対策、安全
管理、精神保健等）を修得する。

２
後

30 2 ○ ○ ○

○
柔道整復臨床医

学Ⅳ

柔道整復師が臨床現場で必要となる整形外科学の知識
（感染性疾患、軟部腫瘍、骨腫瘍、骨関節疾患、先天性
骨系統疾患、骨端症、四肢循環障害、上肢・下肢絞扼神
経障害、脊髄損傷、運動器疾患等）を修得する。

３
後

30 2 ○ ○ ○

○
柔道整復臨床医

学Ⅴ

柔道整復師が臨床現場で必要となる外科学概論の知識
（麻酔、移植と免疫、出血と止血、心肺蘇生法、脳神経
疾患、頸部疾患、呼吸器疾患、脈管疾患、乳腺疾患、胸
部外科、腹部外科等）を修得する。

３
後

30 2 ○ ○ ○

○
柔道整復臨床医

学Ⅵ

柔道整復師が臨床現場で必要となるリハビリテーション
医学の知識（補装具、脳卒中、脊髄損傷、切断、末梢神
経損傷、関節リウマチ、整形外科疾患、心疾患、呼吸器
疾患等）を修得する。

３
後

30 2 ○ ○ ○

○
柔道整復医学演

習Ⅰ

国家試験合格基準に必要となる解剖学・生理学の重要項
目（生理学基礎、植物性生理学、動物性生理学、ヒトの
細胞の形と組織の種類・発生過程・内臓系・循環器系・
消化器系・内分泌系等）の知識を修得する。

３
前

30 2 △ ○ ○ ○

○
柔道整復医学演

習Ⅱ

国家試験合格基準に必要となるの柔道整復理論の重要疾
患（上肢骨折、上肢脱臼、上肢軟部組織損傷）の整復
法、固定法、後療法、合併症、鑑別診断、予後、徒手検
査の知識を修得する。

３
後

30 2 △ ○ ○ ○

○
柔道整復医学演

習Ⅲ

国家試験合格基準に必要となるの柔道整復理論の重要疾
患（下肢骨折、下肢脱臼、下肢軟部組織損傷）の整復
法、固定法、後療法、合併症、鑑別診断、予後、徒手検
査の知識を修得する。

３
後

30 2 △ ○ ○ ○

○
柔道整復医学演

習Ⅳ

国家試験合格基準に必要となる一般臨床医学、病理学の
重要項目（臨床医学・診断学、診察各論、疾病の意義と
分類方法、代謝障害）の知識を修得する。

３
後

30 2 △ ○ ○ ○

○
柔道整復医学演

習Ⅴ

国家試験合格基準に必要となるの運動学、整形外科学、
リハビリテーション医学の重点項目（関節運動の表示、
てこの構造、関節運動、生体材料・再生医学・整形外科
的診察法、姿勢と歩行）の知識を修得する。

３
後

30 2 △ ○ ○ ○

○
キャリアライフ
プランニングⅠ

柔道整復業務で、自分の興味関心のあること、実現した
い夢、現在の得意な科目、学校生活で大切にしているこ
となど考察し、卒業後の柔道整復師像を思い描く。

１
前

30 2 ○ △ ○ ○ ○

○
キャリアライフ
プランニングⅡ

柔道整復師は社会では何が求められているのか、柔道整
復師としてどのような準備をする必要があるのかを知識
として修得する。

１
後

30 2 ○ △ ○ ○ ○

○
キャリアライフ
プランニングⅢ

定まった解のない問題をグループで解決に向けて取り組
む能力や、柔道整復師の世界で必要とされる疾患の問題
に対処できる基本的な処理能力を身につけて、臨床現場
に出てから必要とされる人材を目指す。

２
前

30 2 ○ △ ○ ○ ○



○
キャリアライフ
プランニングⅣ

ビジネスマナーや適性検査・自己分析を進め、個々の特
性や価値観を知知り、就職活動に活用できるようにし、
具体的に就職活動に入る準備を整える。

２
後

30 2 ○ △ ○ ○ ○

○
キャリアライフ
プランニングⅤ

自分自身の将来の柔道整復師像と合致する就職先を事前
に調査し、就職活動で使用する履歴書の作成や面接の準
備を進める。

３
前

30 2 ○ △ ○ ○ ○

○
キャリアライフ
プランニングⅥ

就職先での柔道整復師としての自分自身の行動目標、社
会に貢献できる柔道整復師像をイメージし、何が必要な
のかを自分自答し、将来のキャリアプランを実現するた
めに準備を進める。

３
後

30 2 ○ △ ○ ○ ○

84科目

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

１学年の学期区分 ２期

１学期の授業期間 １５週

（留意事項）

合計 2760単位時間(153単位)

卒業要件及び履修方法 授業期間等

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

所定の科目の全てに合格し、かつ出席率が67％以上であること。
最終学年における年間授業時間の出席率が90％以上であること。
卒業判定試験に合格していること。


